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No101

　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の
一つです。ぜひお越しください。
　手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。
　詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL	935-1262　FAX	935-7070
議会事務局は町役場4階です。

メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp

開催日		3月25日、30日
　　　		4月7日、13日、18日編集後記 お気軽に

傍聴にお越しください。

委　員　長	 亀崎	　大介
副 委 員 長	 岩下	　多絵
発行責任者	 丸山	真智子

委　　　員	 大西	　　勇
	 大熊	　則雄
	 小森	　弘美
	 稲永	　隆義

議会広報特別委員会

お知らせ

次回の定例会は

６月３日予定

　新年度がスタートし、少し身体も慣れてきた
頃、皆さまいかがお過ごしでしょうか？
　今回、議会だより101号の発行となりまし
た。200号を目指して、さらに読みやすい広報
にしていきたいと思います。

	 議会広報特別委員会

志免町 いいね!って
家族のいない保護犬猫のために安心できる居場所をつくりたい
　「うみねこ」は、志免町・宇美
町にて数名で運営している、
小さなボランティア団体です。
行政と共に地域猫活動をすす
め、犬猫の問題を解決、猫との
共生できる地域社会作りをす
すめています。外で生活して
いる猫の避妊去勢手術を行っ
たり、地域猫活動を行っていく中で保護せざるを得ない子たちを保護
し、里親さんを探す活動を行っています。
　そんな子たちを保護している建物の修繕を行いたいと強く願い、今回
のクラウドファンディングに挑戦することを決意しました。
　過酷な環境で暮らす猫たちのためにも、一緒に活動してくださる方、
同時にミルクボランティアや、預かりボランティアを募集しております。
	 動物愛護団体「うみねこ」

うみねこ レディーフォー

里親を待つ保護猫譲渡会の様子

定期的に譲渡会を開催



◦第101号（令和4年5月1日）◦

令和4年度　一般会　計当初予算

総額 158億  2,500万円

区　分 対前年度伸び率 説　　　明
議会費 −2.2% 議会活動に要する経費
総務費 2.8% 人事、企画、財政や他部門に分類されない事業
民生費 3.5% 障がい者福祉、児童福祉、高齢者福祉、生活保護、国民年金などの事業
衛生費 −5.0% 母子保健、廃棄物処理、公害対策などの事業
農林水産業費 19.3% 農業振興などの事業
商工費 −18.4% 商工業振興などの事業
土木費 22.8% 道路整備などの事業
消防費 −4.6% 消防、防災事業など
教育費 −2.9% 学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事業

公債費 0.7% 町債（町の借金）を返済する元利償還金（元金と利子）と一時的な借入を
した場合の借入利息

歳出
使うお金

158億2,500万円

総務費
20億7,127万円　13.0%

民生費
71億5,941万円　45.2%

議会費
1億2,464万円　0.8%

衛生費
21億3,613万円　13.5%

農林水産業費
6,186万円　0.4%

商工費
7,315万円　0.5%

土木費
9億3,010万円　
5.9%

消防費
5億4,864万円　
3.5%

教育費
15億432万円　9.5%

公債費
11億7,457万円　7.4%

予備費
4,091万円　0.3%

今年も    　
   過去最大
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令和4年度　一般会　計当初予算

総額 158億  2,500万円

区　分 対前年度伸び率 説　　　明
町税 3.1% 町民税・固定資産税等
地方譲与税及び地方消費税交付金ほか 27.1% 地方消費税交付金等
繰入金 −6.3% 財政調整基金、おうえん基金等から

地方交付税 17.4%
地方公共団体の財源不足や団体間の財政不均
衡を是正し、その事務を遂行できるよう国から
地方公共団体へ交付されるお金

国庫支出金 −2.4% 国が地方公共団体に対して、特定の事業を推進
する目的で使途を指定して交付するお金

県支出金 3.9% 県が使途を指定して交付するお金
町債 −49.9% 町の借金（臨時財政対策債7億円を含む）
寄付金 1.9% ふるさと納税等
分担金及び負担金ほか −3.0% 受益者負担金等

歳入
入ってくるお金
158億2,500万円

町税
55億9,716万円　
35.4%

分担金及び負担金ほか
9億1,603万円　5.8%

地方譲与税及び
地方消費税交付金ほか
11億8,735万円　7.5%

繰入金
6億9,351万円　4.4%

地方交付税
21億3,113万円　13.5%

国庫支出金
25億9,597万円
16.4%

県支出金
14億4,745万円　
9.1%

町債
3億8,640万円　2.4%

寄付金
8億7,000万円　5.5%

3 月 定 例 会
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◦第101号（令和4年5月1日）◦

	町民センター耐震改修
	 ………………………………………………………………………………………	 6,578万円
 公共施設個別施設計画に基づく町民センターの耐震改修に係る調査設計業務委託料
	
	
	

	地域公共交通会議
	 ………………………………………………………………………………………	 19万円
  デマンド型交通(区域運行)の実証運行など今後の最適な公共交通について、交通関係者に
よる協議を行うための費用

	乳幼児健診未受診者の家庭訪問・電話相談の実施
	 ………………………………………………………………………………………	 97万円
  乳幼児虐待の早期発見と早期対応のため、育児不安の軽減や、健診の未受診勧奨のため
の訪問や電話相談を行う

	志免町プレミアム付電子商品券発行
	 ………………………………………………………………………………………	 1,420万円
  地域経済の活性化を図るため、商工会が実施する電子商品券発行を支援するため
	
	
	

既存の建物の耐震改修だけのため、意見を聞くということは考えていない A
議員の意見や町民の声を取り入れられるのかQ

コールセンターを設置し、スマホ教室も前年度の２倍程度となる予定 A
丁寧な説明が必要ではQ

商工会と一緒になって広げていきたい A
加盟店が増えてないと応用できない、しっかり取り組んでもらいたいQ

　予算案は、コロナ禍から国民の命と暮らしを守る点で不十分である。
反対討論 末藤

　望山荘跡地、一億円以上の弓道場、西小学童保育所予定施設一階に発熱外来、町中心地に東
保育園建設、各学校のプール問題。これら財産的に有効活用すべきものについて、全町的長期
展望を持っての対応を要請してきたが、全く計画性もなく場渡り的対応。今の議会も歴史を知
らず、まあまあと言う自治運営は将来、何らかの破綻をきたす。

反対討論 古庄

　主に志免東保育園の建替えと志免西学童保育所を新設する設計委託料について、保護者が安
心して子どもを預けられる環境を町が作ることを期待し慎重に進めていただきたいと考える。
　今回の予算は議員からの提案、提言したことが反映され町民の安全・安心を守り、ウィズコ
ロナ、脱コロナに対する予算となっているため賛成する。

賛成討論 藤瀬
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 賛　成  大西、牛房、大熊、丸山（卓）、藤瀬、小森、木村、亀崎、岩下、稲永
 反　対  末藤、古庄、安河内賛成多数

可決

令和4年度　一般会計当初予算

総額158億2,500万円

3 月 定 例 会

3月
定例会

3月定例会は4日から23日の20日間の会期で開かれました。
議案21議案を可決。人事案件4件（教育長再任、子どもの権利救済委
員３名）に同意しました。
一般質問は3月7日、8日の2日間で8人が行いました。

	志免東保育園建て替え始まる
	 ………………………………………………………………………………………	 2,414万円
 東社会体育館跡地に建て替えを行うための設計委託料

	がん患者支援
	 ………………………………………………………………………………………	 75万円
 がん患者及びがん経験者に対して医療用ウイッグや補装具の購入費の負担軽減を図るもの 
 　　　　　　　　　　　　　　 ��������������������� 　10万円
 小児・AYA世代のがん末期患者の在宅療養生活の経済的負担軽減を図るため
 　　　　　　　　　　　　　　 ��������������������� 　65万円

主 な 歳 出

	町民税　26億2,190万円
	 	……………………………………………………………………………………… 4,141万円増
  新型コロナウイルス感染症の影響により令和3年度は減収見込みだったが令和4年度は増
収が見込まれるため

	固定資産税　25億224万円
	 	…………………………………………………………………………………… 1億621万円増
 地価上昇により増収が見込まれるため

主 な 歳 入
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◦第101号（令和4年5月1日）◦

	子育て世帯への給付　所得制限なし
	 ………………………………………………………………………………………	 6,000万円増
  18歳以下の子ども1人あたり10万円給付する一時金を、所得制限で対象外となっていた
世帯へ給付するもの

 ・対象児童 ������������������������約600人（約330世帯）

	保育士等処遇改善
	 ………………………………………………………………………………………	 600万円増
  保育士・幼稚園教諭・放課後児童支援員などの処遇を改善するために収入を３％程度引
き上げるための補助金（全額国からの交付金）

主 な 歳 出

	普通交付税
	 	………………………………………………… 2億7,837万円増 （額の確定によるもの）

	新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
	 	……………………………………………………………………………… 2億1,680万円増

主 な 歳 入

	ワクチン3回目接種前倒し
	 ………………………………………………………………………………………	 1,248万円増
  新型コロナウイルスワクチンの3回目接種時期の前倒しや5 ～ 11歳のワクチン接種によ
るもの（全額国の負担）

	PayPay委託料
	 ………………………………………………………………………………………	 7,980万円減
  見込みよりも利用が少なかったため

主 な 歳 出

令和3年度 一般会計補正予算（専決含む）

3,536万円増 　180億8,122万円全員賛成

可決

３月定例会
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3 月 定 例 会

臨 時 会 （令和4年1月20日）

令和3年度 一般会計補正予算

6億8,241万円増 　180億3,339万円
 賛　成  古庄、牛房、大熊、安河内、藤瀬、小森、木村、亀崎、岩下、稲永
 反　対  末藤　　　　 欠　席  大西、丸山（卓）

賛成多数

可決

	住民税非課税世帯への10万円給付
	 	……………………………………………………………………………… 5億2,450万円増
  住民税非課税世帯（4902世帯）や家計急変世帯（343世帯）へ1世帯10万円給付するた
めの国からの補助金（同額歳出あり）

主 な 歳 入

水道事業	 収益		 ………………………………………… 		11億989万円
	 費用		 …………………………………………		9億9,344万円

下水道事業	 収益		 ………………………………………		11億3,817万円
	 費用		 ………………………………………		10億5,180万円

公 営 企 業 会 計
全員賛成
可決

全員賛成
可決

特 別 会 計

賛成多数
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

公共施設公益施設整備拡充基金	
		 ���������������������� 		8,173万円

国民健康保険	
		 �������������������� 		42億7,726万円
　 反　対  末藤

後期高齢者医療	
		 ��������������������� 	6億8,033万円
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◦第101号（令和4年5月1日）◦ B C Pを策定

「志免町議会業務継続計画（BCP）」を策定
災害時に早期に議会機能を回復し、迅速・適切な意思決定を行うために

志免町議会業務継続計画（BCP）のイメージ図

　
志
免
町
議
会
で
は
、
災
害
時
の
議

会
の
あ
り
方
や
議
員
の
行
動
指
針
を

定
め
た「
志
免
町
議
会
業
務
継
続
計

画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」を
２
月
に
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
策
定
の
目
的

　
地
震
や
風
水
害
、
感
染
症
な
ど
災

害
発
生
時
で
も
議
会
と
し
て
の
機
能

を
維
持
し
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し

て
適
切・
迅
速
な
意
思
決
定
を
行
う

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
災
害
と「
議
会
災
害
対

策
会
議
」の
設
置

　
対
象
と
な
る
災
害
は
、
町
長
が
設

置
す
る「
志
免
町
災
害
対
策
本
部
」の

設
置
基
準
が
準
用
さ
れ
、
議
長
は
災

害
の
状
況
に
よ
り「
議
会
災
害
対
策
会

議
」を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
地
震
…
震
度
５
強
以
上

② 

風
水
害
…
台
風
、暴
風
、豪
雨
、洪

水
、土
砂
災
害
な
ど

③ 

感
染
症
…
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

④ 

そ
の
他
…
大
規
模
火
災
、
原
子
力

災
害
、大
規
模
テ
ロ
な
ど

災
害
時
の
行
動
指
針

〈
議
会
の
役
割
〉

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
議
会
の
機

能
が
停
止
し
な
い
よ
う
、
様
々
な
災

害
の
時
期
や
程
度
を
想
定
し
て
、
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

〈
議
員
の
役
割
〉

　
議
員
と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、

災
害
初
期
に
お
い
て
は
、
被
災
し
た

地
域
住
民
の
救
援
や
被
害
復
旧
に
努

め
、
地
域
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る

役
割
を
担
う
。

災
害
時
の
議
会
と
行
政
の
関
係

　
災
害
対
応
を
実
質
的・主
体
的
に
行

う
の
は
、
町
災
害
対
策
本
部（
行
政
）

で
す
。
議
員
個
人
の
情
報
収
集
や
要

請
は
、
行
政
が
応
急
対
策
業
務
に
専

念
で
き
る
よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
一
方
で
、
議
会
が
自
ら
の
役
割
で

あ
る「
監
視・
審
議・
議
決
機
能
」を
適

切
に
実
行
す
る
た
め
に
は
、
議
会
と

行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
て
、

協
力・
連
絡
体
制
を
整
え
て
災
害
対

応
に
あ
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議　員
１．連絡体制の確保
２．救援、災害復旧などの地域活動
３．参集要請への速やかな対応
４．災害情報の収集・提供

議会災害対策会議（議員全員で組織）

１．議員の安否・居場所の確認
２．議員からの災害情報を町災害対策本部へ提供
３．町災害対策本部の情報を集約し、議員へ提供
４．必要に応じ、町・県・国・関係機関への要望活動

議会事務局
１．災害対応業務
２．災害情報の全体把握
３．議長への情報提供
４．議会災害対策会議への情報提供

志免町災害対策本部
町　　長
行政職員

議会事務局長

直接連絡はしない

災害情報
要望活動

参集指示
災害情報
安否確認

災害情報
対応情報

安否報告
災害情報
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条例・主な議案

条例・主な議案
国保税
子育て世代の負担を軽減
　子育て世帯の経済的負担軽減のため、未就学
児に係る国民健康保険税の均等割の5割を公費
により軽減するもの。対象は、国民健康保険加
入世帯の未就学児（平成28年4月1日以降に生
まれた子）402人となる。

令和4年4月1日から施行。

行政手続きの押印を大幅廃止へ
　新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止、デジタル時代を見据えたデジタル
ガバメントを実現するために、書面主義、押印
主義、対面主義からの脱却を目指すもの。
　879手続について見直しをした結果、町が公
印の押印を継続する手続を除くと559手続きが
廃止される。

令和4年4月1日から施行。

決　議
ロシア軍のウクライナ侵攻に抗議する

　世界中が新型コロナウイルス感染症への対応
に追われている最中、ロシア軍は、2月24日早
朝（現地時間）、国際社会の度重なる警告を無
視し、ウクライナへの全面的な侵攻を開始した。
さらにその後、民間人を含め多数の犠牲者を出
し続けている。これは、明らかに国連憲章に違
反し、世界の安全保障と国際秩序を脅かす侵略
であり、断じて容認できない暴挙である。
　よって、本会議は、ロシア軍による攻撃とウ
クライナの主権侵害に強く抗議するとともに、
ロシア政府に対し、武力行使の即時停止とウク
ライナ領土から直ちに全ての軍隊を完全に撤退
させること及び誠実に国際法を遵守し、平和的
に対応することを強く求めるものである。

令和4年3月4日　志免町議会

ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、 
恒久平和を求める決議

全員賛成
可決

賛成多数
可決

賛成多数
可決

町長・町会議員
ボーナスの引き下げへ
　町長、副町長、教育長、町会議員等特別職の
期末手当を3.35月分から3.25月分に0.10月分引
き下げられる。令和4年6月の期末手当について
は、法律の改正の遅れで令和3年12月の期末手当
から減額されなかった分についても減額される。

賛　成　

反　対　

役場職員
ボーナス引き下げへ
　職員は2.55月分から2.40月分に0.15月分引き
下げられる。令和4年6月の期末手当については、
法律の改正の遅れで令和3年12月の期末手当か
ら減額されなかった分についても減額される。

賛　成　

反　対　

議長不信任案
提出者　古庄

　第一点目は、立て続けの不信任で異常な議会
の原因は議長の言動。第二は、忠告提言を軽視
し自戒もなく同じ事を繰り返す。第三は、新人
議員への指導力不足で議会が混乱。第四は、議
会基本条例と政治倫理条例の理解不足。今の議
会は「お友達議会」その時その時に勝手な解釈論
で議会を運営し議員間及び行政との緊張感もな
く議会の使命を放棄。全て議長の議会運営が要因。

（無記名投票）
賛　成　2　　反　対　10

古庄、大西、牛房、大熊、安河内、
丸山（卓）、藤瀬、小森、木村、亀崎、
岩下、稲永
末藤

古庄、大西、牛房、大熊、安河内、
丸山（卓）、藤瀬、小森、木村、亀崎、
稲永
末藤、岩下

全員賛成
可決

全員賛成
可決

賛成少数
否決
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◦第101号（令和4年5月1日）◦

野良猫に困っているのに、なぜ町は地域猫活動を応援しているの？

　地域猫活動とは、地域の住民活動グループが野良
猫の不妊去勢手術やルールに基づいた餌やり、トイ
レの管理を行い、猫による生活環境被害を軽減して
いく取り組みです。
　猫に一代限りの生を全うさせ、数年かけて地域か
ら野良猫を減らしていく環境美化が目的です。
　野良猫問題を解決するには、地域の「猫を助けたい
方」と「猫に困っている方」のお互いに歩み寄りの気
持ちを持ち、長期的な視点で解決を目指すことが大
事です。

現在、登録団体は3団体です。詳しくは裏表紙を見てね。

町内での活動団体はいくつあるの？

委員会
　町民の良好な住環境を守るためにも、団体が行う活動に対する地域住民への理解や周知徹底が大
事である。今後も継続して課題解決に向けて考えていく。

　 2月16日 活動視察に行ってきました
　活動実績　
　令和元年度23匹、令和２年度39匹、令和３年度31匹合計93匹の不妊去勢手術を実施し、猫の生態や
習性を利用した活動を行い少しずつ個体数を減らしている。
　
　団体代表者　
　独居の高齢者が飼育するペットについて、入院や施設入所等の理由
により飼えなくなるケースも増えている。高齢者福祉との連携にも課
題がある。
　活動に対して地域の理解を得ることが重要で、町内会やシニアクラ
ブ連合会への説明の場や、また、子どもたちへの命の大切さを学ぶ場
が大切。

代表者（左）から説明を受ける 無責任な餌やりで猫は繁殖します

11

しめまち委員会レポート

厚生建設常任委員会  開催日  １月19日、２月16日、３月１日

　住民から寄せられる苦情、相談の第1位は、野良猫に対する無責任な餌やりに伴うフン尿被害である。
第2位は、犬のフン尿被害で、苦情件数は、犬・猫合わせて令和元年30件、令和2年34件、令和3年75件
と毎年増加傾向にある。

その他の猫の苦情は？
　	繫殖、ゴミあさり、鳴き声、アレルギー、	
車への傷、置き餌に伴うカラスの問題

その他の犬の苦情は？
　	リードなし、放し飼い、鳴き声

町が行うフン害の対策
◦直接指導
◦	広報誌、ホームページ、回覧板、	
ごみ分別アプリでの周知啓発
◦看板の設置
◦イエローチョーク作戦
◦環境監視作業員による広報巡回
◦地域猫活動支援事業
◦条例・規則・要綱の制定
◦捕獲器の貸し出し
◦猫除けセンサーの貸し出し

困ったな！？　犬猫のフン尿被害

野良猫対策の啓発看板

「イエローチョーク作戦」でマナー向上を

猫除けセンサー 捕獲器

10



◦第101号（令和4年5月1日）◦

大熊 則雄 議員

公園のツツジの花が咲かない
都市整備課長 毎年花が咲くようにする

大
熊

　東
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

植
え
て
あ
る
ツ
ツ
ジ
の
管
理
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

　昨
年
の
春
に
、初
め
て
満
開
に

近
い
花
が
咲
い
た
が
、枝
の
切
り

方
に
よ
っ
て
花
が
咲
い
た
り
咲

か
な
か
っ
た
り
が
あ
る
の
か
。

　伐
採
と
剪
定
の
違
い
は
分

か
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長
　剪
定
の
場
合

は
、表
面
か
ら
20	

cm
ほ
ど
切
り
込

む
。
通
学
路
に
あ
る
よ
う
な
場

合
は
、地
域
や
P
T
A
か
ら
の
防

犯
対
策
な
ど
の
要
望
で
大
き
く

切
り
込
む
場
合
が
あ
る
。

大
熊

　ス
ス
キ
の
根
な
ど
で
植

木
が
枯
れ
て
い
る
が
そ
の
管
理

は
。

都
市
整
備
課
長
　管
理
業
者
が

剪
定
を
行
う
時
に
、雑
草
を
取
る
、

ご
み
を
拾
う
と
い
う
指
導
を
し

て
い
る
。

　植
物
が
枯
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、必
要
に
応
じ
て
お
願

い
し
て
い
く
。

大
熊

　管
理
や
検
査
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長
　基
本
的
に
は

写
真
で
確
認
し
て
い
る
。
重
要

な
と
こ
ろ
は
、現
場
に
行
き
検
査

し
て
い
る
。

大
熊
　毎
年
ツ
ツ
ジ
の
花
が
咲

く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

都
市
整
備
課
長
　毎
年
花
が
咲

く
よ
う
に
、適
切
な
処
理
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

大
熊

　ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
見
守
り
は
、ど
の
よ
う
な
体

制
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　町
内
会
、民
生
委
員
、

児
童
委
員
、福
祉
推
進
委
員
な
ど

や
、各
家
庭
を
訪
問
す
る
事
業
者

に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

大
熊
　ど
の
よ
う
な
事
業
者
か
。

福
祉
課
長
　例
え
ば
、新
聞
配
達
、

日
本
郵
便
、生
命
保
険
会
社
な
ど

で
、現
在
19
事
業
者
と
異
変
を
察

知
し
た
際
に
町
へ
通
報
す
る
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

大
熊
　孤
独
死
を
な
く
す
た
め

に
見
守
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。

福
祉
課
長
　町
民
、
事
業
者
、
行

政
の
複
数
の
目
で
高
齢
者
を
見

守
る
体
制
づ
く
り
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
。

高齢者の見守りを大切に
福祉課長 複数の目で見守る体制をつくる

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

満開のツツジ（東区グラウンド）

13

町政を問う!ズバ
リ

◦		一般質問とは議員が町政全般（一般事務・
事務の執行状況・将来に対する方針など）
について、町長など執行機関の考えを議
員個人として問いただすことです。

	 	質問の内容は事前に通告し、持ち時間30
分の範囲内で※1問1答で行います。

	 ※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

◦		会議録に基づき議員個々の自由編集で掲
載しております。

	 	詳細は会議録（HP・図書館・各公民館に置
く）をご参照ください。掲載は質問順と
しています。

大熊	則雄	議員
①	公園のツツジの花が咲かない
②	高齢者の見守りを大切に

小森	弘美	議員
①	ヤングケアラー支援は
②	養育費不払いに向けた対策を

藤瀬	康司	議員
①	志免町役場周辺駐車場の改善を
②	無料で会社設立ができるように

牛房	良嗣	議員
①	保育・教育一番の町を目指せ

稲永	隆義	議員
①	地球温暖化対策は待ったなし

丸山	卓嗣	議員
①	インフラ整備の現況について
②	ふるさと納税の取組みについて

古庄	信一郎	議員
①	西学童問題を契機に組織改革を

末藤	省三	議員
①	防災体制の総点検が必要では

13P

14P

15P

16P

17P

18P

19P

20P

12



◦第101号（令和4年5月1日）◦

藤瀬 康司 議員

志免町役場周辺駐車場の改善を
町長 町民センター改修時増やしたい

藤
瀬

　駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

い
と
の
声
が
あ
る
が
対
策
、今
後

に
つ
い
て
。

総
務
課
長
補
佐
　町
民
セ
ン

タ
ー・
役
場
庁
舎
の
改
修
工
事
を

実
施
す
る
際
に
駐
車
可
能
台
数

の
増
設
を
考
え
た
い
。

藤
瀬
　乗
り
降
り
に
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
妊
婦
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
使
用
す
る
方
へ
の
思
い
や
り

の
あ
る
駐
車
場
に
し
て
は
。

総
務
課
長
補
佐
　利
用
し
や
す

い
駐
車
場
に
し
て
い
き
た
い
。

藤
瀬

　庁
舎
前
の
駐
車
場
が
狭

い
た
め
歩
行
者
に
危
険
。

町
長
　接
触
も
考
え
ら
れ
る
。

前
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、障
が
い

を
お
持
ち
の
方
の
ス
ペ
ー
ス
も

広
げ
る
こ
と
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

藤
瀬
　庁
舎
前
の
ベ
ン
チ
等
を

撤
去
。
駐
車
場
や
駐
輪
場
を
分

か
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
約
20

台
は
確
保
で
き
る
。
町
民
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
に
停
め
て
庁
舎
に

来
る
人
が
多
く
、道
を
渡
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
庁
舎
前
に
駐

車
場
が
あ
る
ほ
う
が
安
全
で
駐

車
場
が
確
保
さ
れ
る
の
で
は
。

町
長
　議
員
ご
指
摘
の
通
り
、町

民
セ
ン
タ
ー
に
停
め
る
と
横
断

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
役

場
前
駐
車
場
を
今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

藤
瀬

　創
業
支
援
が
志
免
町
に

と
っ
て
重
要
課
題
。
国
の
創
業

支
援
で
登
録
免
許
税
が
半
額
に

な
る
。
志
免
町
独
自
で
残
り
半

額
を
補
填
し
実
質
無
料
で
会
社

が
設
立
で
き
る
よ
う
に
し
て
、若

者
や
女
性
、主
婦
が
起
業
し
や
す

い
起
業
家
が
集
ま
る
町
に
し
て

は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　3
町

で
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
3

町
で
こ
れ
か
ら
相
談
し
た
い
。

藤
瀬
　志
免
町
で
実
質
0
円
に

す
る
こ
と
で
補
填
で
で
て
い
く

が
地
方
法
人
税
が
税
収
で
見
込

ま
れ
る
。
登
録
免
許
税
ゼ
ロ
化

を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　起
業
を
し
て
も
ら
え
れ

ば
税
が
入
っ
て
く
る
。
3
町
で

し
っ
か
り
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

無料で会社設立ができるように
町長 3町で協議していきたい

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

利用しやすい役場庁舎前　町民センター駐車場へ

15

一 般 質 問

小森 弘美 議員

ヤングケアラー支援は
町長 一人も取り残さない支援が大事

小
森
　志
免
町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
調
査
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　実
態
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
状
況
。

小
森

　実
態
調
査
の
意
義
は
、
生
徒
の
皆
さ

ん
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
知
り
、
そ

の
辛
さ
を
話
し
て
も
い
い
と
分
か
る
事
。
是

非
と
も
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　学
校
で
出
来
る
も
の
で
あ
れ
ば
し
っ

か
り
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

小
森

　子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
関
係
機
関
と

の
連
携
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　学
校
教
育
課
、
小
中
学

校
の
先
生
方
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、子
育
て
支
援
課
、福
祉
課
、健
康
課
が

関
係
機
関
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

小
森
　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
窓
口
を
明
確
に

し
、各
機
関
の
横
の
連
携
を
密
に
願
い
た
い
。

町
長

　一
人
も
取
り
残
さ
な
い
支
援
が
大
事
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
窓
口
を
一
本
化
し
明
確

に
し
て
い
き
た
い
。

小
森

　ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困

を
防
ぐ
取
組
と
し
て
、養
育
費
確

保
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

養
育
費
を
貰
わ
ず
し
て
暮
ら
す

ひ
と
り
親
の
世
帯
数
は
。

住
民
課
長

　養
育
費
を
貰
っ
て
い

な
い
と
申
告
し
た
の
は
4
0
4
世

帯
、約
82
％
。

小
森
　離
婚
後
の
養
育
費
の
手

続
き
に
必
要
な
公
的
文
書
を
作

成
す
る
費
用
を
経
済
的
に
又

様
々
な
理
由
で
工
面
で
き
な
い

方
へ
の
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長

　公
正
証
書

が
あ
れ
ば
養
育
費
が
支
払
わ
れ

な
く
な
っ
た
場
合
に
相
手
の
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
な
ど
し
て

改
修
す
る
強
制
執
行
が
可
能
。

公
正
証
書
作
成
に
係
る
費
用
に

つ
い
て
補
助
を
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。
先
進
自
治
体
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。

小
森

　ぜ
ひ
、志
免
町
で
も
養
育

費
不
払
い
解
消
の
対
策
と
し
て
、

養
育
費
取
り
決
め
に
必
要
な
公

正
証
書
の
作
成
手
数
料
の
補
助

を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長

　町
と
し
て
も
検
証
し
取

り
組
む
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
た
い
。

養育費不払いに向けた対策を
町長 検証して取り組んでいきたい

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

ヤングケアラーってなに？

障がいや病気のある家
族に代わり、買い物・
料理・掃除・洗濯などの
家事をしている

家計を支えるために労
働をして、障がいや病
気のある家族を助けて
いる

家族に代わり、幼い
きょうだいの世話を
している

アルコール・薬物・ギャ
ンブルなどの問題のあ
る家族に対応している

障がいや病気のある
きょうだいの世話や
見守りをしている

がん・難病・精神疾患な
ど慢性的な病気の家族
の看病をしている

目を離せない家族の見
守りや声かけなどの気
づかいをしている

障がいや病気のある家
族の身の回りの世話を
している

日本語が第一言語でな
い家族や障がいのある
家族のために通訳をし
ている

障がいや病気のある家
族の入浴やトイレの介 
助をしている
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◦第101号（令和4年5月1日）◦

稲永 隆義 議員

地球温暖化対策は待ったなし
町長 地域全体の機運を高める

稲
永

　世
界
的
な
地
球
温
暖
化
防
止
の

取
組
は
1
9
9
2
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト

か
ら
で
、た
か
だ
か
30
年
。
効
果
が
出

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
近
年
ま
す
ま

す
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
状
況
で
、

地
球
温
暖
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
志
免
町
と
し
て
の
取
組
を
伺
う
。

町
長
　志
免
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画（
事
務
事
業
編
）を
策
定
し
、ま
ず

役
場
が
模
範
と
な
り
、地
域
全
体
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
機
運
を
高
め
る
。

稲
永
　地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
事
務
事
業
編
）は
、志
免
町
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
委
員
会
で
策
定
さ
れ
、製

本
中
と
の
こ
と
だ
が
内
容
を
伺
う
。

生
活
安
全
課
長

　志
免
町
の
事
務
事
業

に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、

施
設
整
備
の
運
用
改
善
や
環
境
配
慮
行

動
を
行
い
、地
域
の
模
範
と
な
る
こ
と

で
、地
域
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
機
運

を
高
め
る
こ
と
が
目
的
。

　2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3
年
度
比
、

温
室
効
果
ガ
ス
50
％
削
減
を
め
ざ
す
。

稲
永
　主
要
な
対
策
は
。

生
活
安
全
課
長
　施
設
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
日
常
業
務

で
は
グ
リ
ー
ン
購
入
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
の
推
進
、令
暖
房
の
適
正
温
度
管

理
等
。

稲
永

　事
務
事
業
編
の
次
は
、志
免
町

全
体
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
。
予
定
は
。

生
活
安
全
課
長
　区
域
施
策
編
の
策
定

は
未
定
。
現
状
把
握
に
努
め
検
討
す
る
。

稲
永
　温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
作
用
の

保
全
及
び
強
化
も
必
要
。
森
林
及
び
農

地
保
全
の
見
通
し
を
伺
う
。

都
市
整
備
課
長
　森
林
面
積
は
現
在

39	

ha
で
、総
合
公
園
等
の
官
地
が
32	

ha
、

民
地
が
7
ha
。
農
地
は
66・7
ha
で
10

年
前
が
78	

ha
、
5
年
前
が
72	

ha
と
年
々

減
少
し
て
い
る
。
官
地
で
あ
る
森
林
は

保
持
す
る
。

町
長

　農
業
政
策
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
会
と
連
携
し
、
農
地
保
全
に
し
っ
か

り
取
り
組
む
。

稲
永
　2
年
前
の
政
府
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
2
0
5
0
宣
言
を
受
け
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
う
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。

　今
年
の
1
月
末
で
5
4
3
の
自
治
体

が
宣
言
し
、
福
岡
県
は
福
岡
市
、
古
賀

市
、
大
野
城
市
、
宗
像
市
、
篠
栗
町
等

の
17
市
町
村
。
本
町
の
方
向
性
を
伺
う
。

町
長
　な
る
べ
く
早
く
区
域
施
策
編
に

取
組
ん
で
、策
定
と
同
時
に
宣
言
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

　 

志
免
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
に

つ
い
て

※
事
務
事
業

　施
策
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
手
段
と

し
て
実
施
す
る
、事
務
及
び
事
業
。

※
グ
リ
ー
ン
購
入

　製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
際
し
、
環

境
へ
の
負
荷
を
考
慮
す
る
こ
と
。

※
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　2
0
5
0
年
に
C
O
2
排
出
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
た
自
治
体
。

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

満開の桜に季節の無事を願う

17

一 般 質 問

 牛房 良嗣 議員

保育・教育一番の町を目指せ
教育長 トンネルの出口見えあと一押し

牛
房
　全
国
的
に
少
子
化
、人
口
減
少

の
進
む
中
、志
免
町
も
今
ま
で
の
福
岡

市
頼
み
の
人
口
増
か
ら
脱
却
、町
独
自

の
人
口
増
対
策
を
構
築
す
べ
き
で
あ

る
。
２
つ
の
提
案
に
対
し
、行
政
の
積

極
的
取
組
み
に
期
待
す
る
。
１
つ
目
の

提
案
は
、子
育
て
家
庭
か
ら
親
と
子
ど

も
の
貧
困
を
一
掃
し
子
育
て
一
番
の
町

を
目
指
す
。
実
現
へ
向
け
①
親
へ
思
い

き
っ
た
経
済
支
援
で
豊
か
な
家
庭
環
境

を
つ
く
る
②
困
窮
家
庭
に
育
つ
子
ど
も

に
習
い
事
費
用
の
支
援
を（
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、塾
な
ど
へ
の
習
い
事
費
用
の

支
援
　
小
１
年
生
～
４
年
生
は
月
上
限

5
0
0
0
円
、
小
５
年
生
～
中
３
年
生

は
月
上
限
1
0
0
0
0
円
）

町
長
　２
つ
と
も
大
事
な
問
題
だ
が
、

ま
ず
は
親
へ
の
生
活
支
援
を
優
先
し
た

い
。
現
在
各
課
が
対
応
し
て
い
る
が
、

支
援
が
足
ら
な
い
認
識
は
あ
る
。
近
隣

自
治
体
先
進
地
を
含
め
し
っ
か
り
勉
強

し
て
い
く
。

牛
房

　子
ど
も
に
貧
困
の
責
任
は
一
切

な
い
。
子
育
て
は
親
の
責
任
か
ら
、国

や
町
全
体
で
支
え
る
時
代
へ
。
志
免
町

の
若
い
子
ど
も
や
親
を
一
生
懸
命
支
援

す
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
英

語
力
の
向
上
は
幼
児
か
ら
の
取
組
み
が

肝
要
。
幼
児
の
取
組
状
況
を
。

町
長

　幼
稚
園
、
保
育
園
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
巡
回
指
導
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
議

員
の
指
摘
を
受
け
て
き
た
。
現
在
で
は

８
割
の
園
で
独
自
の
取
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
参
事

　小
１
年
生

～
２
年
生
の
英
語
の
２
年
間
の

取
組
み
に
つ
い
て
、
英
語
学
習

の
正
規
時
間
が
取
れ
な
い
た
め
、

休
み
時
間
を
活
用
し
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

協
力
を
得
て
給
食
、
掃
除
、
遊

び
の
時
間
を
共
に
過
ご
し
、
外

国
人
や
外
国
語
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
場

を
設
け
て
い
る
。
昨
年
好
評
の
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
は
継
続
実
施
。

牛
房
　令
和
２
年
全
国
英
語
教
育
調
査

（
全
国
9
8
0
0
校
の
中
学
３
年
生
全

員
参
加
）に
志
免
中
、
東
中
の
３
年
生

が
挑
戦
。
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
へ
躍
進
。

他
の
学
科
も
学
力
向
上
の
大
金
星
を
あ

げ
て
く
れ
た
。
長
期
低
迷
の
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
の
一

手
は
。

教
育
長
　学
力
向
上
の
決
め
手
は
教
師

の
授
業
力
向
上
の
努
力
と
、児
童
生
徒

た
ち
の「
分
か
っ
た
」「
で
き
た
」の
進
化

形
の
授
業
の
継
続
に
よ
る
も
の
。
令
和

４
年
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
へ

一
歩
踏
み
出
し
学
力
は
も
と
よ
り
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
土
壌
づ
く
り
を
進
め

る
。

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

学力向上へ次の一手を

16



◦第101号（令和4年5月1日）◦

古庄 信一郎 議員

西学童問題を契機に組織改革を
町長 貴重な意見、良い方向に進める

古
庄

　昨
年
12
月
議
会
で
町
の
長
年
の

課
題
、西
小
第
５
学
童
保
育
所
問
題
で

疑
惑
の
言
動
が
発
生
し
議
会
が
混
乱
。

結
果
、安
全
優
先
の
国
の
方
針
か
ら
外

れ
、町
で
初
め
て
大
変
な
経
費
を
か
け

て
学
校
外
の
民
間
施
設
で
の
方
向
と

な
っ
た
。
そ
の
要
因
は

①
学
校
教
育
課
の
施
策
の
継
続
不
足

② 

国
の
施
策
を
全
く
理
解
せ
ず
、そ
の

責
務
を
放
置
し
続
け
た
学
校
教
育
課

③ 

縦
割
り
行
政
に
よ
る
関
係
各
課
の
協

調
不
足
と
リ
ー
ダ
ー
の
調
整
不
足
。

　以
前
、事
務
引
継
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
を
提
言
し
た
が
、令
和
元
年
９
月
議

会
で
の
学
校
教
育
課
の
西
小
学
童
保
育

の
方
針
は「
安
全
面
等
か
ら
学
校
敷
地

内
建
設
を
基
本
に
検
討
」と
な
っ
て
い

る
旨
、
課
長
に
認
識
を
問
う
と「
当
時

私
は
課
に
い
な
か
っ
た
」と
の
信
じ
ら

れ
な
い
答
弁
。
議
会
に
出
し
た
方
針
が

全
く
継
続
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結

果
１
年
半
、報
告
も
な
く
全
く
進
ま
ず
、

こ
の
課
長
発
言
か
ら
も
課
の
学
童
問
題

へ
の
熱
が
推
し
は
か
れ
る
。

　社
会
教
育
法
に
教
育
委
員
会
の
事
務

と
し
て「
放
課
後
の
子
供
た
ち
の
在
り

方
」も
謳
わ
れ
、
ま
た
総
合
教
育
会
議

の
趣
旨
に
も
、「
福
祉
部
局
と
連
携
し
た

総
合
的
な
放
課
後
対
策
、子
育
て
支
援

等
、町
長
と
教
育
委
員
会
の
連
携
が
必

要
な
事
項
」と
あ
る
。

　ま
た
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
で

は「
余
裕
教
室
の
利
用
や
学
校
敷
地
内

で
の
学
童
保
育
の
推
進
を
教
育
委
員

会
が
主
導
し
て
総
合
会
議
で
検
討
」ま

た
、行
政
、学
校
、放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、社
会
教
育
、児
童
福
祉
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
住
民
で
構
成
す

る
運
営
委
員
会
を
つ
く
り
計
画

的
に
弾
力
的
な
学
校
施
設
の
活

用
の
検
討
」と
な
っ
て
い
る
が
、

理
解
が
希
薄
で
、
結
局
こ
れ
ら

の
事
が
全
く
な
さ
れ
ず
、
学
校

教
育
課
と
学
校
当
局
だ
け
の
所

見
が
優
先
さ
れ
校
外
と
な
っ
た
。

教
育
長

　総
合
会
議
で
学
童
保
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
柱
と
な
っ
て

協
議
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

古
庄
　「省
あ
っ
て
国
な
し
」と
言
う
言

葉
が
あ
る
。

　「課
あ
っ
て
町
な
し
」嫌
な
面
倒
な
厄

介
な
仕
事
は
自
分
の
仕
事
で
は
な
い
と

い
う
風
潮
が
志
免
町
の
中
に
も
あ
る
の

で
は
。

　自
治
体
で
は「
子
ど

も
行
政
」が
広
が
っ
て

い
る
。
子
育
て
に
関

す
る
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
一
つ
の
部
局
が

行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
。

　今
回
の
学
童
問
題
は
行
政
部
局
の
子

育
て
支
援
課
と
、教
育
委
員
会
部
局
の

学
校
教
育
課
、
２
課
で
の
対
応
が
弊
害

と
な
り
長
年
の
大
問
題
と
な
っ
た
訳
で
、

こ
れ
を
契
機
に
的
確
に
組
織
運
営
が
で

き
る
よ
う
組
織
改
革
を
す
べ
き
。

町
長
　子
ど
も
に
関
す
る
事
の
一
元
化

は
非
常
に
大
事
。
貴
重
な
意
見
と
し
て

良
い
方
向
に
進
め
て
い
き
た
い
。

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

待機児童解消のため文科省が定めた「新・放課後子ども総合プラン」
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一 般 質 問

丸山 卓嗣 議員

インフラ整備の現況について
町長 具体的には進んでいない

丸
山
　地
下
鉄
の
延
伸
に
つ
い

て
。
福
岡
県
で
調
査
予
算
が
つ

い
た
。
現
実
的
に
一
歩
進
も
う

と
し
て
い
る
。
事
前
の
協
議
や

現
況
は
。

町
長
　事
前
協
議
は
な
い
。
現

在
調
査
報
告
書
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

丸
山

　都
市
高
速
の
延
伸
に
つ

い
て
。
現
況
は
。

町
長

　具
体
的
に
は
進
ん
で
い

な
い
。

丸
山

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
化

に
つ
い
て
。
現
況
は
。

町
長

　Ａ
Ｉ
バ
ス
に
取
組
み
た
い
。

丸
山
　私
の
考
え
は
、
朝
夕
の

通
勤
通
学
、
昼
は
銀
行
や
病

院
、ス
ー
パ
ー
を
周
遊
す
る
。
営

業
時
間
は
休
日
な
し
の
朝
６
時

か
ら
夜
９
時
頃
ま
で
。
町
を
ま

た
ぎ
駅
ま
で
乗
り
入
れ
が
必
要
。

乗
合
バ
ス
と
い
っ
た
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
も
の
と
は
少
し
違
う
も

の
で
す
。

　緑
道
に
つ
い
て
。
自
動
運
転

バ
ス
を
緑
道
に
走
行
さ
せ
る
な

ど
、旧
勝
田
線
の
復
活
を
提
案
し

て
き
た
。
現
状
の
ま
ま
維
持
管

理
す
る
の
か
。
有
効
活
用
を
図

る
の
か
今
後
の
考
え
は
。

町
長

　志
免
宇
美
線
の
開
通
等

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

丸
山

　宇
美
八
幡
宮
と
空
港

ル
ー
ト
と
い
っ
た
新

た
な
交
通
網
の
開
拓

が
で
き
れ
ば
最
高
だ

と
考
え
て
い
る
。

　望
山
荘
跡
地
の
活

用
計
画
は
。

町
長

　現
在
計
画
は

な
い
。

ふるさと納税の取組みについて
経営企画課長補佐 要件を見直し充実させたい

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

丸
山
　今
や
立
派
な
財
源
だ
。

収
支
は
。

経
営
企
画
課
長
補
佐
　令
和
２

年
度
で
寄
付
額
約
８
億
円
。
経

費
は
約
４
億
円
。

丸
山

　糟
屋
郡
内
各
町
の
寄
付

額
は
。

経
営
企
画
課
長
補
佐

　新
宮
町

約
39
億
。

丸
山

　新
宮
町
が
突
出
し
て
い

る
の
は
。

経
営
企
画
課
長

補
佐

　農
産
物

特
に
あ
ま
お
う
、

相
島
の
海
産
物
、

福
岡
県
産
品
な

ど
返
礼
品
が
充

実
し
て
い
る
。

丸
山

　目
指
す

目
標
、取
組
み
は
。

経
営
企
画
課
長

補
佐

　事
業
者

要
件
を
見
直
し
、

内
容
を
充
実
さ

せ
た
い
。

丸
山
　今
後
の
目
標
寄
付
額
は
。

町
長
　実
現
可
能
な
目
標
で

９
億
円
。

丸
山
　目
標
達
成
の
際
は
上
方

修
正
し
て
頂
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　 

施
設
の
整
備
状
況
と
今
後
の

計
画
は

!

!

利用者ニーズに合わせて再整備される総合公園野球場
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◦第101号（令和4年5月1日）◦

自治体議員に求められるコンプライアンスとは？

議員コンプライアンス研修
２月10日オンラインで実施

議員研修 事務局人事

議会事務局の人事

世利	秀剛	専門員
（退任）

議会事務局で６年間
議員の方々と共に町
政に携われて大変光
栄でした。お世話に
なりました。

稲永	　正	局長
（２月１日付で就任）
精一杯頑張りますの
で、よろしくお願い
します。

研修目的
　令和２年６月に「パワハラ防止法」が施行されました。
今回の研修では、議員が求められるコンプライアンスや
ハラスメントについて、法令や規範・倫理面について必要
な事項を学びました。

講　　師
◦帖佐 直美　弁護士
・	書籍「自治体議員のコンプライアンス（第一法規）」監修
・	元	千葉県流山市　政策法務室長

内　　容
　コンプライアンスとは「法令遵守」。法令を守ることは
もちろん、社会人としての道徳や倫理観も大切な指針。
さらに議員は、住民の模範として行動することが期待されている。
　議会の会議又は委員会において議員は無礼の言葉（相手の感情を傷つける言葉）を使用し、又
は他人の私生活にわたる言論をしてはならない。
　その他、著作権法やセクシュアルハラスメントやパワーハラスメント等について事例も交え
て学び、有意義な研修となりました。

21

一 般 質 問

末藤 省三 議員

防災体制の総点検が必要では
町長 安全対策を町として呼びかける

末
藤
　昨
年
の
玄
海
原
発
の
火
災
事
故

を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。
他
に
も

蒸
気
発
生
機
の
細
管
か
ら
、事
故
12
時

間
後
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　第
２
の
事
故
と
し
て
化
学
体
積
制
御

系
ベ
ン
ト
誤
操
作
に
よ
る
放
射
能
漏

れ
。
第
３
の
事
故
、制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

案
内
管
の
た
わ
み
に
ピ
ン
20
個
の
ヒ
ビ

割
れ
。
第
４
に
加
圧
器
逃
し
弁
の
シ
ー

ト
漏
れ
、
自
動
停
止
、
57
時
間
遅
れ
て

連
絡
が
あ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、給
水

制
御
棒
弁
の
故
障
、
自
動
停
止
、
さ
ら

に
蒸
気
発
生
器
細
管
２
２
３
本
の
原
因

損
傷
。
一
方
連
続
10
回
の
損
傷
事
故
は
、

全
体
の
39・4
％
に
な
っ
て
い
る
。

　蒸
気
発
生
器
取
替
え
、さ
ら
に
玄
海

一
号
機
の
事
故
、故
障
は
29
件
起
こ
っ

て
い
る
。
今
度
の
火
災
事
故
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　原
子
力
施
設
で
の
火
災
等
の
災

害
に
つ
い
て
は
、放
射
性
物
質
ま
た
は

放
射
線
の
放
出
と
い
う
特
有
の
事
故
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
さ
ら
な
る
安
全
対
策
等
を

し
っ
か
り
町
と
し
て
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

末
藤

　今
度
の
ト
ン
ガ
噴
火
が
身
近
に

あ
る
。
噴
火
に
伴
う
空
気
振
動
い
わ
ゆ

る
空
振
が
海
中
に
伝
わ
る
、波
よ
り
も

早
く
到
達
し
て
い
る
。

　西
山
断
層
に
お
け
る
津
波
は
、玄
海

町
に
は
42
分
で
３
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が

来
る
。
津
波
の
引
き
潮
、こ
れ
に
よ
っ

て
福
島
は
大
打
撃
を
受
け
た
。

　
原
発
の
蒸
気
発
生
器
な
ど
で

は
、
熱
交
換
の
た
め
の
多
数
の

細
管
が
、
冷
却
水
の
流
れ
で
生

じ
る
振
動
に
よ
っ
て
装
置
と
細

管
が
触
れ
合
っ
て
減
肉
す
る
こ

と
や
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
規
模
の
沸

騰
条
件
に
よ
る
乾
い
た
金
属
表

面
と
沸
騰
水
に
含
ま
れ
る
ぬ
れ

た
状
態
の
繰
り
返
し
で
不
純
物

が
結
晶
化
し
、細
管
破
断
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り

大
き
な
問
題
は
、原
子
炉
が
緊
急
停
止

し
た
と
き
核
燃
料
は
崩
壊
熱
で
溶
融
が

始
ま
る
か
ら
、直
ち
に
冷
却
水
を
送
り

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
と
き
送
水
ポ
ン
プ
を
動
か
す
の

に
必
要
な
電
源
は
、主
に
外
部
か
ら
の

火
力
発
電
所
か
ら
の
電
力
。

　
こ
れ
が
ど
ん
な
場
合
で
も
絶
た
れ
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
外
部
電
源
喪
失

の
例
は
い
く
つ
も
あ
る
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
豪
雨
災
害
、

岸
崩
れ
、
超
大
型
台
風
、
竜
巻
の
発
生

の
頻
発
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
は
必
至
。

放
射
崩
壊
熱
を
取
り
だ
さ
な
い
と
、被

膜
管
の
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
が
１
０
０
０
度

を
超
え
て
溶
融
し
は
じ
め
る
。

※
減
肉

　配
管
の
肉
厚
が
薄
く
な
る
こ
と

こちらから
一般質問の動画が
視聴できます

宗像市沖ノ島付近から朝倉市にかけて分布する西山断層帯

20


